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第２章 光化学スモッグ注意報等の発令状況と被害の届出状況 

第１節  令和４年における光化学スモッグ注意報等の発令状況 

神奈川県では、光化学オキシダントの濃度が高くなり、表2-1の発令基準を満たすと認

められる場合、大気汚染防止法に基づき、光化学大気汚染緊急時措置として、光化学ス

モッグ注意報等を発令しています。(巻末の参考資料を参照) 

光化学スモッグ注意報は表2-2の発令地域区分のとおり、８つの地域に分けて発令して

います。 
 

表2-1 光化学大気汚染緊急時措置の発令基準及び解除基準 

  注意報 警報 重大緊急時警報 

発令基準 

（気象条件から

みて各欄の基準

が継続すると認

められることを

条件とする） 

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト 

1時間値

0.12ppm以上

である大気の

汚染の状態に

なったとき 

1時間値0.24ppm以上である

大気の汚染の状態になった

とき      

1時間値0.4ppm以上である

大気の汚染の状態になった

とき 

解除基準 

（気象条件から

みて各欄の基準

が継続すると認

められることを

条件とする） 

発令基準未満

となったとき 

1  発令基準未満となった

にもかかわらず、なお汚

染が継続すると予想され

るときは注意報に切り換

える 

2  注意報の発令基準未満

となり、その状況が継続

すると認められるときは

注意報に切り換えること

なく解除する            

1  発令基準未満となった

にもかかわらずなお汚染

が継続すると予想される

ときは警報または注意報

に切り換える 

2  注意報の発令基準未満

となり、その状況が継続

すると認められるときは

警報または注意報に切り

換えることなく解除する              

 

表2-2 光化学大気汚染緊急時措置等の発令地域区分 

地域 市町村

横　　浜 横浜市

川　　崎 川崎市

相 模 原 相模原市

横 須 賀 横須賀市

三　　浦 三浦市

湘　　南 平塚市　鎌倉市　藤沢市　茅ヶ崎市　逗子市

(5市4町) 葉山町　寒川町　大磯町　二宮町

西　　湘 小田原市　南足柄市　中井町　大井町　松田町

(2市8町) 山北町　開成町　箱根町　真鶴町　湯河原町

県　　央 秦野市　厚木市　大和市　伊勢原市

(7市1町1村) 海老名市　座間市　綾瀬市　愛川町　清川村  
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令和４年の光化学大気汚染緊急時措置等発令状況は、表2-3に示すとおりです。 

注意報の発令日数は４日、当日予報の発令日数は０日であり、警報及び重大緊急時警

報の発令はありませんでした。 

 

表2-3 令和４年 神奈川県光化学スモッグ注意報の発令状況等

 

 

 

地域別の発令状況 

 
※ 当日予報は０回 

※ 当日予報は、午前10時に県内全域に発令し、地域別に解除を行っています。 

※ 発令時間中の最高オキシダント濃度は、発令日の速報値のため、確定値と一致しません。 
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第２節  光化学スモッグ注意報等発令状況の経年推移 

注意報の発令日数（回数）については、昭和 46 年の発令開始から令和４年までの 52

年間では、延べ 590 日となっており、昭和 47 年の 31 日が最も多く、令和２年の２日が

最も少なくなっています。 

なお、警報の発令日数（回数）については、52 年間で延べ４日となっていますが、昭

和 54年以降の発令はなく、重大緊急時警報については、一度も発令されていません。 

表 2-4に、緊急時措置等の発令状況の経年推移を示します。 

表2-4 緊急時措置等の発令状況の経年推移 
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また、被害の届出状況については、光化学スモッグ注意報の発令を開始した昭和46年

では、13,183人と非常に多くの届出がありましたが、令和４年は被害の届出はありませ

んでした。なお、52年間では被害発生日数が延べ171日、被害届出者数が延べ40,169人と

なっています。昭和46年からの被害者の内訳は、学校関係被害者が36,335人と被害届者

総数の約９割を占め、その中でも小学生11,171人及び中学生22,749人(合計33,920人)に

集中しています。 

表2-5に被害届出者数の構成の経年推移を示します。 

 

表2-5 被害届出者数の構成の経年 
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第３節  光化学スモッグの発生と気象 

１ 光化学スモッグの発生状況 

  表2-6に注意報が発令した日における光化学オキシダント濃度0.12ppm以上の出現延

べ時間数を示します。 

 

 表2-6 注意報発令日における光化学オキシダント濃度0.12ppm以上の出現延べ時間数 
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２ 気象状況 

注意報の発令日の気象状況は次のとおりでした。 

 

表2-7 気象状況 

 

 

 

注)1.横浜地方気象台の横浜地点観測データ 

2.天気図型 H1～H5：高気圧、L：低気圧、F：前線、T：台風（次頁を参照） 

その地点の天気に何が一番影響しているかを判断して分類する。 

 

 

(1) 気圧配置 

注意報が発令された日の午前９時における極東天気図の気圧配置からみた天気図

型は４日とも高気圧が影響する天気図でした。 

 

(2) 天気 

注意報の発令が、晴れの日のみでなく曇りや雨の日にもありました。 

 

(3) 日最高気温 

注意報が発令された４日のうち、３日は最高気温が30℃以上でした。 

 

(4) 日照時間 

注意報が発令された４日のうち、３日は日照時間10時間以上でした。 

 

(5) 風速 

注意報が発令された４日のうち、３日は当日朝９時の風速が秒速３m 以下の日に発

生しています。 
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天気図型 

H1 

西高東低型（冬型） 

H2 

移動性高気圧型 

H3 

北高型 

H4 

南高北低型（夏型） 

    

H5 
移動性高気圧の後面ま
たは東高西低の夏型 

L1 

日本海低気圧 

L2 

本州付近の低気圧 

L3 

本州南沖の低気圧 

    

F1 

日本海を南下する前線 

F2 

本州付近を通過中の前線 

F3 

本州南沖に停滞する前線 

T 
本州南沖の台風 
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＜以下、章末までは神奈川県が一般財団法人日本気象協会に委託し作成した、大気汚染予報月報からの

引用です＞ 
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地上天気図 5月30日9時  

    

館野状態曲線 5月30日9時 
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南関東流線図 令和4年5月30日（9時、12時、14時、16時）
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地上天気図 6月30日9時         

 

館野状態曲線6月30日9時 
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南関東流線図 令和4年6月30日（9時、12時、15時、18時）
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地上天気図 7月1日9時  

 

館野状態曲線 7月7日9時 
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南関東流線図 令和4年7月1日（9時、12時、15時、18時） 
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地上天気図 8月15日9時 

 

館野状態曲線 8月15日9時 
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南関東流線図 令和4年8月15日（9時、12時、15時、18時） 

 



- 34 - 
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令和４年４月から令和４年10月の関東地方の気象概況は次のとおりです。 

 

4月 4月の関東地方は、期間の前半は高気圧に覆われて晴れた日もあったが、

期間の後半を中心に前線や低気圧の影響で曇りや雨の日が多かった。 

この月の日照時間は平年並みで、降水量は平年より多かった。最高気温

は平年より高かった。 

5月 5月の関東地方は、本州付近を高気圧と低気圧が交互に通過したため、天

気は周期的に変化した。気圧の谷や湿った空気の影響により大雨や雷雨と

なった日もあった。 

この月の日照時間、降水量は、ともに平年より多かった。最高気温は平

年並みであった。 

6月 6月の関東地方は、中旬を中心に梅雨前線や湿った空気の影響で曇りや雨

の日が多く、はじめと終わりは高気圧に覆われて晴れた日が多かった。平

年より1日早い6日頃に「梅雨入り」となった。 

この月の日照時間は平年より多く、最高気温は平年よりかなり高かっ 

た。また、降水量は平年よりかなり少なかった。 

7月 7月の関東地方は、高気圧にゆるやかに覆われて晴れた日が多かったが、

中旬を中心に、前線や低気圧の影響で曇りや雨の日があった。平年より4日

遅い7月23日に「梅雨明け」となった。 

この月の日照時間は平年並みで、最高気温は平年よりかなり高かった。

また、降水量は平年より多かった。 

8月 8月の関東地方は、上旬は高気圧にゆるやかに覆われて晴れた日が多かっ

たが、中旬以降は前線や低気圧の影響で曇りや雨の日が多くなり、期間の

中頃には台風第8号が接近・通過し、短時間に強い雨の降ったところがあっ

た。 

この月の日照時間は平年より少なく、最高気温は平年より高かった。降

水量は平年並みであった。 

9月 9月の関東地方は、高気圧に覆われて晴れた日もあったが、気圧の谷や

湿った影響で曇りや雨の日が多く、18日～19日は、台風第14号の影響で大

雨となった。 

この月の日照時間は平年並みで、最高気温は平年より高かった。また、

降水量は平年並みであった。 

 

10月 10月の関東地方は、高気圧と低気圧が交互に通過し、天気は数日の周期

で変化した。 

この月の日照時間は平年並みで、最高気温は平年よりやや低かった。降

水量は平年より少なかった。 

 

 


